


Ⅲ.申請事業

入力数 101 字

入力数 75 字

Ⅳ.実行団体の募集

(1)申請事業の概要

重度障がい児・者に対してアウトリーチ事業を考えています。新型コロナウイルスの影響で外出を控えていおり、身体機能の低下を心配される家庭にリハビリ専門職が訪問してストレッチや介助方

法のアドバイスを行います。

(2)活動(資金支援)（実行団体の活動想定） 時期

・現在ご利用されている重度障がい児、者の方に訪問して機能訓練の要望があるかヒアリングを行います。 2020年9月～2021年8月

・要望があった場合は、時間と日にちを決めてご自宅へ訪問します。

・近隣の市役所の福祉課、保健所、病院、特別支援学校等にも訪問活動のお知らせを行います。

・ご自宅に訪問した際、ストレッチや介助方法をご家族様に共有していきます。

(3)活動（資金分配団体による伴走支援） 時期

・事前評価と事後評価の実施ついて支援 2020年8月、2021年1月

・月1回の状況確認と事業実施に関する助言 2020年9月～2021年7月

・事業の実施状況、取り組み事例の共有に関する情報公開 2021年8月

(4)今回の事業実行を通じた目標 実施・到達状況の目安とする指標 把握方法 目標値/目標状態 目標達成時期

重症心身障がい児、者がいる30世帯に訪問して相談、助

言を取り組む。

訪問相談の実績数 訪問相談の開催実績のカウント数 訪問相談実績週１回（計24回） 2021年8月

(3)申請数確保に向けた

 工夫

・現段階では、当法人のデイサービスを利用している5世帯を対象に行います。

・その後は、地域のクリニックや病院、特別支援学校等に周知して申請数確保に努めます。

(4)予定する審査方法

 (審査スケジュール、審査

構成、留意点等）

・審査員構成：当法人の副理事長、理事、監事

・審査スケジュール：適時開催予定

(5)事業実施後（1年後）以降に目標とする状態

三重県津市、松阪市地域の重症心身障がい児、者がいる30世帯に訪問して相談の機会が継続して確保する事で、身体機能維持や家族の介護負担軽減する事が出来る。

(1)採択予定実行団体数 1 (２) １実行団体当たり助成金額 800,000



Ⅴ.事業実施体制

Ⅵ.関連する主な実績

②その他、助成金等の分配の実績

①コロナウイルス感染症に係る事業

(1)メンバー構成と各メンバーの役割 作業療法士、看護師：訪問して身体に関する事や介助方法など助言する。

(2)申請事業に関連する調査研究、連携、マッチング、伴走支援の実績、事業事例等の実績

本申請事業以外の事業について、コロナウイルス感染症に係る助成金や寄付等を受け助成金等を分配している(予

定も含む）
有 無

有の場合

その詳細

本申請事業について、コロナウイルス感染症に係る助成金や寄付等を受け助成金等を分配している(予定も含む） 有 無
有の場合

その詳細

本申請事業について、国又は地方公共団体から補助金又は貸付金（ふるさと納税を財源とする資金提供を含む）

を受けていない。
無 ※有の場合、選定の対象外となります（公募要領：助成方針参照）

(2)他団体との連携体制 特別支援学校、地域のクリニック、病院のケースワーカー等と連携していく。

(3)想定されるリスクと管理体制 業務の負担が偏るリスクを考え、役割分担の共有を事業の前に確認する。またはマニュアルを作成し周知する。

(1)休眠預金以外の助成・補助金活用の有無




